第１４回　９月１３日　情報発信

ホームページの作成，閲覧ブラウザ、プログラミング言語

WEB(ウエブ)ページの作成を試みてみましょう。

まずどんな内容にするか，何を発表するか，何をしたいかなどを考えます。多くの不特定多数の人がアクセスしてきますから，プライバシーの保護には十分気を付けなければなりません。さらにいくつかの必要なソフトが必要となります。

1． 公開する内容やコンセプトを考えます。自己紹介や趣味のページでもよいでしょう。自分が表現したい絵や写真，音楽などもウェブのページで情報発信できます。

2． インターネットの上には，いままで見たようにフリーに使える材料もありますから，それらを集めることもできます。

3． さらにみなさんがもっている知識や学習の成果を，後輩やこれらを必要とする人たちのために役立つようにさせることが最も大切と思います。

ウェブページ作成に必要なソフト

　　★エディター（メモ帳やワードでよい）

　　★ブラウザー（作成したデータを閲覧するためのソフト，Internet Explorer, Netscape Navigator がよく使われる）

　　★画像処理ソフト（デジカメやスキャナーで取り込んだ絵やデータをかこうするためのソフト，多くの場合，購入した機械に附属されるものを使う）

　　★ファイル転送（作成したページをWWWサーバに掲載しておく必要があるので，パソコンから，ファイルを転送するために必要）

　　

「ゼミナール」

１．実際にウェブページを作成します。ここではＭＳワードを使います。通常の入力と同じにしていきますが，保存をするときに，「Webページとして保存…」とします。

このファイルをメモ帳で開きます。よく見ると，入力した文章以外にたくさん書かれていますね。これがHTML言語です。これを調べて見ましょう。

